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　北海道大学の学部4年生が卒業研究を１枚
のポスターにまとめ、来場者にわかりやすく発表
して質問に受け答えする「卒論ポスター発表会」
を、3月上旬の週末2日間に館内のホールと企画
展示室で開催しました。今年度で14回目となる
この取り組みは、当館が北大の全人教育の一
環として展開しているミュージアムマイスター認
定コースの社会体験型科目に位置づけており、
コミュニケーション能力の涵養や異分野への関
心の喚起、大学博物館への理解を深めることを
目的としています。
　発表には理学部4名と文学部2名、工学部1
名、水産学部1名の8名が参加しました。1枚の
ポスターを完成させるまでに、3回の中間発表会
に参加して、当館の担当教員の指導を受け、他
の発表者や発表会を運営する学生とのディス
カッションを重ね、そこで得た意見を参考にして
改訂を続けました。さらにさまざまな来場者を想
定した説明のリハーサルを行い準備しました。
発表会当日は、最初は緊張しながらも、次第に
来場者との対話を楽しみながら説明していまし
た。

　発表会の運営はさまざまな専攻・学年の11名
の大学院生と学部生が担当し、学内・学外向け
の2種類のポスターと、発表者のメッセージや発
表に関連した展示情報などを掲載したプログラ
ムを制作した他、発表会当日は受付や司会を務
めました。今年度もコロナ禍での安全で快適な
運営が求められました。昨年度の発表者で今年
度は運営スタッフとして参加した和田知里さん
をはじめ運営メンバーが検討を重ね、会場を2
カ所設け、入場制限も考慮してコロナ感染症対
策を徹底して運営されました。当日はメンバーが
臨機応変に対応し、スムーズな運営を実現でき
ました。
　発表会の最後には、市民5名と本学教員3名
から成る審査員の評価による「最優秀賞」、6名
のミュージアムマイスターの合議による「ミュージ
アムマイスター賞」、SDGsへの貢献の可能性を
評価する新設の「SDGs賞」、2日間の来館者の
投票による「来館者賞」の表彰式と講評会を行
いました。「最優秀賞」は理学部の堤裕規さん
が、「ミュージアムマイスター賞」と「来館者賞」は
理学部の東祐大さんが、「SDGs賞」は水産学部

の米子拓真さんが受賞しました。
　来場者には、さまざまな学部の4年生の研究
成果を知っていただく機会となりました。発表者
と運営担当学生の事後考察レポートには、コ
ミュニケーション能力を身に付ける機会になっ
ただけでなく、卒業研究を見直したり、他分野の
学生の研究を知ったり、来場者から有意義なご
意見をいただく貴重な機会となったことや、コロ
ナ禍での発表会の運営を担った意義や課題な
どが綴られています。レポートや当日の様子は当
館ホームページで公開しています。

湯浅万紀子
（研究部教授／博物館教育学）

2021年度卒論ポスター発表会
●2022年3月5日・6日

　2022年1月8日にNHKBSプレミアムにおいて
本館を特集した番組「発掘！キャンパス・ミュー
ジアム～北海道大学の巻～」が放送されまし
た。
　この番組は2021年5月に放送された東京大
学総合研究博物館に続き第2作目として本館に
打診があり、番組制作に全面協力いたしまし
た。また、取材収録の際は北方生物圏フィールド
科学センター、大学文書館、附属図書館にご協
力いただきました。

　収録は2021年11月中旬に1週間程かけて行
われ、11月14日にはタレントのココリコ田中直
樹さん、優木まおみさんを本館にお迎えして、展
示室、標本室等にて当館教員等が収蔵資料を
前に熱く博物館の魅力をお話しいたしました。タ
レントのお二人も教員の説明を興味深く熱心に
聞いていただき、また、収録中以外にも多くの質
問や感想を聞かせていただき、興味を持ってい
ただいた様子がうかがえました。

　放送終了後には、視聴者から博物館に多くの
反響が寄せられ、番組への興味、関心の高さが
うかがえました。ご視聴いただいた皆様ありがと
うございました。
　今後、再放送やＮＨＫ地上波での放送も予
定しているとのことで、まだご覧いただいていな
い方も機会がありましたら是非ご覧下さい。
　NHKから90分番組全部、総合博物館を特集
した番組を制作する旨の打診があった際、多く
の皆様に総合博物館を知ってもらえる大きな機
会と捉え、準備段階から全面協力させていただ
きました。
　番組制作にあたり、教職員、学生、ボランティ
アスタッフの皆様には、準備から取材へのご協
力、当日はご出演をいただき、お礼を申し上げま
す。
　これからも総合博物館の魅力を広く知ってい
ただくために、このような機会があれば積極的に
関わっていきたいと思います。

井上猛
（事務部係長）

「発掘！キャンパス・ミュージアム
～北海道大学の巻～」が放送されました。

来場者に説明する4年生

会場風景

広報や会場運営を担当した学生スタッフ

https://www.museum.hokudai.ac.jp/education/museummeister/list/18239/
https://www.museum.hokudai.ac.jp/education/museummeister/list/18222/

牛舎をバックに記念撮影

小林先生から恐竜の骨の輪切り試料の説明を受ける

ボランティアの岡野さんの作業説明風景

試料の説明をする江田先生

阿部先生からアインシュタインドームの説明を受ける

◎発表者
東祐大（理学部）
　「カムイサウルスは美味しいのか！？
　～ホネに空いた“穴”から探る生命の痕跡～」
阿部麟太郎（文学部）
　「日本のエコミュージアム概念の拡張・発展に関する考察
　～リヴェールの理念に立ち戻って～」
大村颯（理学部）
　「恐竜の聴いていた音～化石から探る聴覚のひみつ～」
川本一陽（理学部）
　「穂別産化石の正体は恐竜か鳥類か」
櫻井七海（文学部）
　「京アニ事件での被害者実名報道は道徳的に正しかったのか？
　～ジャーナリズムの倫理、プライバシー権、ケアの倫理からの検
　討～」
堤裕規（理学部）
　「獣脚類恐竜アレクトロサウルスの系統学的研究
　～ひとりぼっちの竜の正体～」
十塚響（工学部）
　「Editorialにみる建築雑誌『VOLUME』の編集方針」
米子拓真（水産学部）
　「環境DNA解析によって推定した分布北限域における
　アユの生活史特性」

◎運営担当学生
安達寛子（生命科学院博士2年）、荒川大地（理学部1年）、大橋
弘典・西山貢（文学部１年）、工藤花未（法学部2年）、佐々木健太
（水産学部2年）、土屋良（農学部２年）、寺西ほの花（経済学部2
年）、堀井元章（総合化学院修士1年）、三井和・和田知里（文学
院修士１年）

◎担当教職員
小林快次・湯浅万紀子・市來紗都子・渡邉洋子

古生物標本展示室にて（左から小林先生、優木まおみさん、田中直樹さん）
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令和３年１０月から令和４年３月までに
行われたパラタクソノミスト養成講座

植物パラタクソノミスト養成講座（初級）
首藤光太郎(総合博物館 助教)
日時：10月9日(土)
定員：6名　対象：高校生以上(参加者6名)　

きのこパラタクソノミスト養成講座（初級）
小林孝人（総合博物館 資料部研究員）
日時：10月23日(土)
定員：10名　対象：中学生以上(参加者10名)

動物考古パラタクソノミスト養成講座(初級)
江田真毅(総合博物館准教授)
日時：11月13日(土)
定員：6名　対象：高校生以上(参加者6名)

令和３年１０月から令和４年３月までに
行われたセミナー・シンポジウム

バイオミメティクス市民セミナー
「支笏湖から考える～生態系サービスがもたらす持続可能な
社会～第5回：支笏湖と環境問題」
吉本 直人（公立千歳科学技術大学・教授）
オラフ カートハウス（公立千歳科学技術大学・教授）
平坂 雅男（NPOバイオミメティクス推進協議会・事務局長）
日時：11月27日（土）13:30～15:30　参加者：30名
（ハイブリッド）YouTube 視聴数：71回

令和３年１０月から令和４年３月までの
主な出来事

10月１日

　
11月30日
　
12月４日

12月12日

３月１日

３月５日

コロナウイルス感染対策のため臨時休館
(～10/4)
　
小さな哺乳類「トガリネズミ展」（～12/19）
　
「「宮澤・レーン事件」80周年特別展～事件をめ
ぐる‘出会い’と‘絆’をたどる～」開催(～1/30)
　
ミニ展示企画「トガリネズミ展」関連講演会
　
北野一平助教着任
　
卒論ポスター発表会(～3/6)

10月

入館者数
見学
団体数

解説の
件数 企画展示（略称）

小さな哺乳類「トガリネズミ展」（11/30～12/19）

小さな哺乳類「トガリネズミ展」（11/30～12/19）、
「「宮澤・レーン事件」80周年特別展
～事件をめぐる‘出会い’と‘絆’をたどる～」(12/4～1/30)

「「宮澤・レーン事件」80周年特別展
～事件をめぐる‘出会い’と‘絆’をたどる～」(12/4～1/30)

入館者数（令和３年１０月～令和４年３月）

2021年度
後期記録

13,166 休止 休止

11月 11,968 休止 休止

12月 7,370 休止 休止

1月 4,055 休止 休止

2月 4,172 休止 休止

3月 8,255 休止 休止 卒論ポスター発表会(3/5～3/6)

年次報告会

　3月15日、オンラインで研究報告会が開催さ
れました。年次報告会は、館長の挨拶から始まり
ました。画面を通して、年度末の挨拶と参加者に
お礼の言葉をいただきました。その後、ボラン
ティア表彰の方々を紹介しました。５年表彰が１
４名、１０年表彰が８名いらっしゃいました。全体
報告について研究部長の小林教授から説明が
ありました。新型コロナ感染下であっても、活発
な博物館活動が紹介されました。当館の教員は
少ないですが、６４名の資料部研究員の協力に
よって、標本整理や研究などが行われています。
「博物館ニュースの出版」「ホームページ、
YouTube、facebook」「研究のプレスリリース」と
いった、研究成果を社会に発信したことを紹介
しました。当館は、教育活動にも貢献度が高く、
講義や受け持っている院生や学生をはじめ、
「ミュージアムマイスター認定コース」「学生による
夏季企画展示「藻類の時間軸」展示解説」「学
生企画ミュージアムグッズ」「学生企画動画：お
いでよ 北大総合博物館～北大生からみた魅
力」「動画Museum Guide」「卒論ポスター発表
会」「パラタクソノミスト養成講座」を行なってい

ることを説明しました。社会貢献としては、入館
者の報告やコロナ対策以外に、「来館者200万
人達成記念セレモニー」「夏季企画展：藻類の
時間軸－私たちの始まりへ」「トガリネズミ展－
今年もみせます！」「「宮澤・レーン事件」80周年
特別展～事件をめぐる‘出会い’と‘絆’をたどる
～」「第2回 建築の学生展」「土曜市民セミナー
動画配信」「バイオミメティクス市民セミナー」
「NHKBS発掘！キャンパス・ミュージアム放送」
「バーチャル恐竜博物館オンライン配信」「ボラ
ンティア活動」などが紹介されました。その後、北
野一平先生から新任の挨拶と研究の紹介、江

田正真毅先生からは家禽の起源について、資
料部研究員の新井田清信先生からはマントル
形成と地球の歴史について、博物館学院生の
谷口加奈子さんからは研究の紹介、昆虫ボラン
ティアの山本ひとみさんからはボランティア活動
についてお話をいただきました。多くの方に参加
いただき、活発な意見交換がされ有意義な時間
を過ごすことができました。

小林快次 
（研究部教授／古生物学）

　「ミュージアムカフェぽらす」は2016年の博物
館のリニューアルに合わせて1階入り口横にオー
プンしました。「からだにやさしい」をコンセプト
に、できるかぎり農薬や肥料を使わない自然栽
培野菜や北海道の素材にこだわって、すべて手
作りしています。
　運営はさっぽろ雪まつりのボランティアハウス
や障がい者支援事業を行っている「特定非営
利活動法人手と手」が行っており、提供している
料理の仕込みやデザイン業務、事務作業等も

支援事業のひとつとして担っています。
　アルバイトスタッフは全員北大生で構成してお
り、観光で来られるお客様やOBOGの方 と々北
大に関する情報交換や北大案内などの一面を
担っているほか、学部や学年を超えたアルバイト
学生同士の交流が行えるのも学生にとっての魅
力のひとつとなっています。
　学生や職員など日頃学校内にいる方々に日
常的に利用していただきたいとの思いから、学
生・職員割引の商品やお弁当の販売を行い、ま
た一方で北大を訪れる方々にも北大や北海道
の魅力を伝えたり、博物館に足を運んでくれる
人を増やしたいとも考えています。
　北大構内の農場の牛乳を使用したドリンク・
フードの提供や北大生が製造したトマトジュース
や梅干し、チョコレートなども取り扱い、北大を
訪れてきた方々に魅力を広めています。
　また、博物館で行っている特別展示と同時期
にコラボ商品を開発し、販売などもいくつか行っ
てきました。これまでには、「惑星地球の時空間」
では地球内部の構造を表現した「地層パフェ」
の販売や「シマエナガさんの12か月」写真展で
は「シマエナガソフト」、「K39:考古学からみた北
大キャンパスの5,000年」では北大式土器とガ

ミュージアムカフェぽらす ラスの装飾具をモチーフとした「タピ土器」の販
売を行いました。各メディアからの取材やSNSで
話題になり、他県からもこれらを目当てに来館し
ていただけるなど、知名度の向上や来館者の増
員に一翼を担えたのではないかと思います。
　アルバイト卒業生が学芸員になるといった状
況も増えてきており、今後も博物館業界や北大
博物館を盛り上げる一員でありたいと心がけて
いきますので、引き続きよろしくお願いいたしま
す。

浅野目洋平
（ミュージアムカフェぽらす）

「K39:考古学からみた北大キャンパスの5,000年」で
 販売した「タピ土器」

アルバイトスタッフとの交流会の様子



15

北海道大学総合博物館ニュース 第44号
編　集： 首藤光太郎・山田久恵
発行日：  2022年（令和4年）6月20日
発行者： 小澤丈夫

発行所： 北海道大学総合博物館
所在地： 060-0810 札幌市北区北10条西8丁目
E-mail： museum-jimu@museum.hokudai.ac.jp
http://www.museum.hokudai.ac.jp/

表紙写真撮影： 藤田良治

デザイン・印刷
畠山尚デザイン制作室

［表紙写真］
総合博物館正面

お礼

以下の方々に当館ボランティアとして学術標本
整理作製・展示準備等でご協力いただきました。
謹んでお礼申し上げます。（令和3年10月1日～
令和4年3月31日

（敬称略）

◉植物標本
井河龍之介，蝦名順子，大原和広，加藤 恵，加
藤康子，菊地敦司，木立真凜，木下愛子，児玉 
諭，駒谷久子，坂上美裕己，嶋崎太郎，須田 節，
田端邦子，中川博之，新田紀敏，林 裕子，藤田 
玲，船迫吉江，星野フサ，堀之内詢大，道川富美
子，見原悠美，目黒嘉子，矢野ひろ，山本ひとみ，
横山　耕，吉中弘介，吉村遥香

◉菌類標本
石田多香子，鈴木順子，谷岡みどり，外山知子，
星野フサ，村上さつき

◉昆虫標本
青山慎一，伊藤直彦，梅田邦子，柏崎 昭，片倉
晴雄，川田光政，喜多尾利枝子，黒田 哲，香村
健太，斉藤光信，櫻井正俊，佐藤國男，澤田昌
恭，志津木眞理子，諏訪正明，高橋誠一，問田
高宏，永山 修，廣瀬朋輝，藤田淳一，古田未央，
細川真里栄，村上麻季，毛利顕，山本文子，山
本そら，山本ひとみ

◉考古学
阿部壮太郎，荒谷 博，植松淳子，内田耕平，太
田 晶，大泰司紀之，大藪隼平，奥山杏南，川森
日向，木村則子，許 開軒，工藤智美，斉藤理恵
子，佐々木征一，佐藤亜希子，謝 倩氷，末永義
圓，髙橋由羽，田中望羽，陳　姿螢，二瓶寿信，
丹羽志萌，野瀬紹未，原山法大，堀 隼輔，三ツ
橋薫，森本智郎，屋方亮佑，山下真紀，油島明日
香，渡辺双葉

◉メディア
今野成捷，鈴木陽彦，藤井真知子，矢野ひろ，山
田大隆，山本ひとみ

◉化石
朝見寿恵，荒山和子，石崎幹男，市橋晃弥，糸
井容子，井上竜斗，臼田みゆき，太田 晶，大宮 
伶，大村 颯，岡野忠雄，尾崎美雪，尾上洋子，金
内寿美，川又いづみ，木村聖子，木村映陽，近藤
知子，近藤弘子，酒井 実，佐藤健一，高崎竜司，
武田満希，田中望羽，千葉謙太郎，寺田美矢
子，寺西育代，長瀬のぞみ，比嘉大洋，本村美奈
子，前田大智，山角美夏，山下暁子

◉北大の歴史展示
髙橋道子

◉展示解説
阿部壮太郎，在田一則，池田玲菜，太田 晶，生
越昭裕，河本恵子，佐々木悠貴，笹谷幸恵，千葉
謙太郎，塚田則生，永岡明美，西川笙子，廣瀬
由香里，松田義章，村上龍子，山崎敏晴，山田
大隆，ロバート・クルツ，渡部典子

◉翻訳
ロバート・クルツ

◉平成遠友夜学校
柿本恵美，城下洽子，須田 力，田中敏夫，中井
玉仙，牧野小枝子，増田文子，山岸博子

◉4Dシアター
安部布実子，石神早希，加藤啓子，佐薙伽奈，
田中裕子，長谷川健太，平井由実果，平田栄
夫，福澄孝博，増田文子

◉ポプラチェンバロ
石川惠子，小野敏史，新林俊哉，田中満帆子，
新妻美紀，野村さおり，葉山朝世，松田祥子

◉図書
岡西滋子，今野成捷，須藤和子，髙木和恵，田
端邦子，中井稚佳子，久末進一，鮒田久意，本
名百合子，村上龍子，森 秀代，山田大隆

◉第2農場
石田多香子，稲場良雄，宇井康子，大沼良文，
大山圭也，佐々木悠貴，城下洽子，橋爪俊明，山
田大隆，渡部典子

◉ハンズオン
伊東愛奈，嶋野月江，須藤和子，種市晟子，仲谷
優輝，花岡 瞳，濱市宗一，福澄孝博，山岸博子

◉展示制作支援
在田一則，伊東愛奈，佐藤淳子，佐藤 豪，塚田
則生，西川知浪，平井由実果，廣瀬由香里，松
田義章

◉きたみてガーデン
新出純平，植松淳子，加藤義典，亀井里和，黒
沢邦彦，坂井佑衣，玉田聖司，陳 一惠，富岡那
奈子，奈須野恵介，星野愛花里

◉水産科学館
天野百花，井黒浩輔，小幡光汰，古庄 誠，杉山
友樹，園山萌香，張 逸帆，戸叶太朗，中條希美，
中村顕大，中山颯斗，濵田幸穂，樋口淳也，馮 
婕，皆川裕斗，宮腰太郎，村上詩織，山梨颯太
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